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いずれにせよ、耳草原の吉J;!J:

3名では焼け石に水。日本、

綿国の近代史研究者も含め

た体系的な協力が不可欠だ

が、目下のところ日本側か

らの接触は一本化されてお

らず、調査依頼も単発かっ

部分的で、つまみ食いに終

わっている。図書館側とし

ても、一般公開のためには、

それに先立って新たな目録

の編第が必要となる。だが

旧満鉄の配列を現在のもの

に改めてしまえば、もはや

旧満鉄図書館資斜としての

意義は失われることにもな

りかねない。
往年の満鉄図書館は、穴

連市内中央の中山広場ほど

近くの魯迅街にある魯迅路
分館(旧満鉄志社向かb、〉
として現存するが、乙乙の
曹血 (7周〉は戦前の分類

を維持していて、巡回図書

館の雰囲気を今に伝えてい

る。とりわけ請求番号Mは
満側関係資料。満鉄調査部

秘密資制も、青表紙のガリ

版刷りで『総記Jに並んで
いる。蒐集状態と分類方式

そのものが歴史的史料とし
ての意義を担う乙れらの膨

大な書籍。その調査・保存

・盤理には、中国側からの

要踊に即応できる日本側の

体艶固めも急務だろう。
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